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市の発展に多大な功績

３月 31日に公会堂で執り行われた表彰式

 米子市特別功労者・功労者・善行者表彰式 

　３月 31 日、公会堂で「米子市特別功労者・功労者・善行者表彰式」が執り行われ、
市の発展に多大な功績があった皆さんが表彰されました。
　また、併せて、国の栄典である叙勲や褒章を平成 17 年中に受章された皆さんを
お祝いする「叙勲・褒章受賞祝賀式」が行われました。
　このたび表彰・受賞された皆さんは次のとおりです。 

 （順不同・敬称略）
■問い合わせ　総務課（ 23 ―５３３１）
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平成 17年度 スポーツ表彰平成 17年度 スポーツ表彰

　体育功労賞
野 球　三上　政憲　　　　グラウンド・ゴルフ　谷垣喜代二
ソフトボール　井本　洋子　　　　剣 道　梶川　義行
ボ ー ト　池口　敏明　　　　ライフル射撃　長谷川勝壽
陸 上　石脇　昭弘　　　　バスケットボール　山下　隆三
バドミントン　田口　弘子　　　　卓 球　福岡　憲一

　優秀指導者賞
パワーリフティング　渡辺　悦朗　　　　ボ ー ト　勝部　元
陸 上　野村　洋文

　スポーツ特別賞 
水 泳　宮本基一郎　　　　水 泳　宮本幸太郎

　スポーツ賞 ( 個人 )
ス ケ ー ト　齋藤　　舞　　　　ボ ク シ ン グ　新田　修平
レ ス リ ン グ　遠藤　翔太　　　　セ ー リ ン グ　廣田　　俊
弓 道　松崎　明美　　　　柔 道　野坂陽太郎
水 泳　木田　　馨、岩田　優作、山田　隆文、上村　　楽
バドミントン　森田　慎司、林谷　理貴、野口真奈美
空 手　中西　玲雄、大東沙耶香、中西　りか、坂東　優樹、
　　　　　　　　夏目　象弘、湯浅恵梨香、野口　喬平
アーチェリー　梶川百合子   
ボ ー ト　岩本　勇祐、杉谷　晃直、山根　圭貴、桐原　大明
陸 上　松原由貴子、石破　清志、須山　司朗、永井　尊子、
　　　　　　　　新　憲太郎

　スポーツ賞 ( 団体 )
ボ ー ト　米子工業高等学校チーム
　　　　　　　　鳥取県選抜（少年男子舵手付クォドルプル）
　　　　　　　　鳥取県選抜（少年男子ダブルスカル）
　　　　　　　　鳥取県選抜（成年女子舵手付クォドルプル）
　　　　　　　　鳥取県選抜（少年男子舵手付クォドルプル）
　　　　　　　　米子漕艇クラブ（成年男子ダブルスカル）
　　　　　　　　米子漕艇クラブ（男子ナックルフォア）
　　　　　　　　米子ジュニアローイングクラブ
　　　　　　　　米子南高校ボート部（女子舵手付クォドルプル）
　　　　　　　　米子南高校ボート部（女子ダブルスカル）
グラウンド・ゴルフ　鳥取県チーム
銃 剣 道　鳥取県銃剣道少年男子団体 
アーチェリー　鳥取県少年女子（県選抜）、鳥取県少年男子（県選抜）、
　　　　　　　　鳥取県成年男子（県選抜） 
ゴ ル フ　鳥取県少年女子（県選抜）
水 泳　湊山中学校水泳部 
ソフトボール　米子松蔭高等学校男子ソフトボール部
　　　　　　　　米子松蔭高等学校女子ソフトボール部
弓 道　米子東高等学校女子弓道部

　スポーツ奨励賞 ( 小学生・個人 )
陸 上　足定加奈子、安部　勇輝、戸谷　愛里、
　　　　　　　　高田　康平、前垣　雅哉、中村　彩香、
水 泳
　　　武良　竜也、澤田　佳那、鎌田　　涼、稲葉　幹平、今村　唯乃、
　　　相見　沙希、福井健太郎、妹尾　早起、中野　双葉、古谷　優佳、
　　　岩﨑　文香、山中　　諒、長尾悠太郎、中村　仁士、田村　隆吉、
　　　小林　　結、成田　沙樹、安田　瑞穂、松浦　慶昌、野島　将至、
　　　林　　　実、片桐　　佑、寺西　　健、武良　美優、大森　陽太、
　　　上村　　創、林　　　豪、北村　和也、山川　直輝、鎌田　菜菜、
　　　灘本　　蒼、伊原　菜緒、國野　菜月
空 手　荒生　風花
卓 球　備本　　将、浦上　真衣、片山　　紳、貝谷　　光
体 操　重髙　愛莉、瀬尾南々美、重髙　弘人、岩永　実佑、
　　　　　　　　生田　幸也、遠藤　紗希  
少 林 寺 拳 法　鏡谷　　颯、生村　真也、村田　琢登、門脇　眞宜、
　　　　　　　　谷野　聖和、安井　悠一、青木　　梓

　スポーツ奨励賞 ( 中学生・個人 )
水 泳　大場　智子、河津なつみ、寺西亜里彩、安永　元樹、
　　　　　　　　安永有里子、井原　由貴
体 操　永江　沙織、岩永　正也
柔 道　川端　紘平、塚野　　恵、原田　真衣、山本　喜就、
　　　　　　　　筆島　里絵
陸 上　畑　沙也香、河本　千恵、美谷　優介
バドミントン　田中　良亮、林谷　悠貴
少 林 寺 拳 法　深田　大樹、持原　弘幸、持原　正明
空 手　松井　沙耶、香川　莉穂、森永　梨慧

　スポーツ奨励賞 ( 高校生・大学生・個人 )
テ ニ ス　高梨　恒平
卓 球　有田　直樹、河野　芙雅
空 手　野口　裕平、橋上　悠代、加河　佑介、森田　　亮、
　　　　　　　　森岡宗一郎
剣 道　生田　朗子、寺本絵里子
少 林 寺 拳 法　西山　隆広、篠田　貴寛、陶山　貴史
バドミントン　野口真奈美、下村美奈子
水 泳　大橋　絵里、中村　匡志、黒田真由子、山田　翔平、
　　　　　　　　塚本　祥平、井東　来美、野津　智文

　スポーツ奨励賞 ( 一般・個人 )
銃 剣 道　中原　　渉
水 泳　矢倉　裕子
弓 道　齋木　幸雄、篠巻　和幸、國森由香里
卓 球　角田　浩紀、松本　幸江
ソフトテニス　森本　　勲、安達　和紀、福田　寛巳、斉藤　　勝、
　　　　　　　　吉田　芳子、木下　美江、須藤　　繁、青砥　三幸、
　　　　　　　　福田さとみ、秋葉　　泉、原口　陽子、住田百合子、
　　　　　　　　門脇　清治、福山　吉郎、野口　正子　　　　　　 
少 林 寺 拳 法　逸見　英記、永島　睦美、中田　恵子、秦野　　力、
　　　　　　　　加納　良明
バドミントン　瀬川　友紀、角田　聡子、石田美佐子、山口麻衣子、
　　　　　　　　杉川　友和、山下　幸夫、小松　建一、松井　貴宏、
　　　　　　　　大西　昭雄、稲田　阿美、竹内　仁恵、是永勢津子        

　スポーツ奨励賞 (小学生・団体 )
水 泳　住吉小学校女子 200mリレーチーム
　　　　　　　　住吉小学校女子 200mメドレーリレーチーム
　　　　　　　　福米東小学校男子 200mリレーチーム 
陸 上　加茂小学校男子 400mリレーチーム
バスケットボール　住吉ミニバスケットボールクラブ
少 林 寺 拳 法　鳥取淀江支部小学生団体

　スポーツ奨励賞 ( 中学生・団体 )
バスケットボール　後藤ヶ丘中学校男子バスケットボール部
サ ッ カ ー　箕蚊屋中学校サッカー部
柔 道　箕蚊屋中学校柔道部女子団体
少 林 寺 拳 法　鳥取淀江支部中学生団体
水 泳　福米中学校水泳部女子
　　　　　　　　福米中学校水泳部女子メドレーリレーチーム
　　　　　　　　福米中学校水泳部女子フリーリレーチーム
バドミントン　美保中学校男子バドミントン部
な ぎ な た　米子なぎなた連盟（試合競技）
　　　　　　　　米子なぎなた連盟（演技競技）

　スポーツ奨励賞 ( 高校生・大学生・団体 )  

卓 球　米子工業高等専門学校卓球部
ラ グ ビ ー　米子工業高等専門学校ラグビーフットボール部

　スポーツ奨励賞 (一般・団体 )   

銃 剣 道　陸上自衛隊第８普通科連隊第１中隊Ａ
弓 道　米子弓道会女子

　平成 17年度米子市体育協会表彰式が、３月４日にふれあいの里で開かれました。この表彰は、永年スポーツの普及に尽された人
や選手の育成強化に努められた指導者、また平成 17年度中に優秀な成績を収められた選手・団体に贈られるものです。
　今回受賞された方、団体は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 順不同・敬称略 )

■問い合わせ　米子市体育協会（２３－５４２７）



米子市環境フェア 2006

と き　6 月４日（日）午前 10時～午後３時 30分
ところ　米子市児童文化センター　ほか

環境保全活動をされている方々のご協力による楽しい催しを行います。
子どもから大人まで楽しめる環境フェアへ ぜひおこしください。

■申込・問い合わせ　環境政策課（２３－５２５６）

ステージイベント
午前９時 30分　米子市こどもエコクラブ発足交流会
午後１時 30分　環境講演会「米子湾の自然再生への取り組み」
　　　　　　　　講師：船

ふなこし

越　元
ゆきひろ

熙さん（ＮＰＯ法人　豊潤な海・中海みらい 21代表）
　　　　　　　　市民、企業、学識経験者、行政の協働による、自然再生へ向けての取り組みを紹介します。

楽しい手作り、リサイクル工作体験コーナー　
　紙すき体験　オリジナルハガキ作り（協力：米子地区環境問題を考える企業懇話会）
　超高感度風車工作　アルミ缶を利用して風車を作ろう（協力：清

しみずたに

水谷　繁
しげる

さん）
　どんどん昇る鳥のおもちゃを作ろう（協力：米子水鳥公園）
　発泡トレイでリサイクルしおりを作ろう（協力：米子南高校）

環境にやさしいくらしをしよう！
　生活排水対策コーナー（協力：米子市生活排水対策推進指導員）
　古い傘から作る買い物袋コーナー、紙しばいコーナー（協力：米子市生活学校連絡協議会）
　「台所」から環境を考える（協力：米子友の会）
　エコクッキング「ムダなくおいしい料理」の紹介・試食（協力：米子市食生活改善推進員）
　のぞいてみよう！ミクロの世界　

環境にやさしいエネルギー
空気を汚さない低公害車（天然ガス自動車）、新エネルギーとして注目の燃料電池、自然の力
で発電する太陽電池と風力発電の展示。（協力：米子地区環境問題を考える企業懇話会）

とりもどそう！美しい中海　第15回中海写真展（５月 31日～６月 11日）
中海の自然と人のふれあいをテーマに募集した写真を展示します。
４日（日）には、入賞された方の表彰式を行います。

サイエンスクルーズの参加者を募集します！
はくちょうⅡ号で中海をクルージングしながら、中海の自然と環境について学びます。
事前申し込みが必要です。（電話でお申し込みください）
と き　６月４日（日）午後１時 30分～午後３時 30分
ところ　米子港（集合）～中海
対 象　小学４年生～大人（先着 20人）
　　　　小学生は保護者の方と参加してください。



児童手当の対象が広がります
　平成 18 年４月１日から、児童手当の支給対象年齢が、これまでの小学校３年生
（９歳になった年度末）までから、小学校６年生（12歳になった年度末）までに拡大さ
れました。また、これに併せて、所得制限が引き上げられました。
　新たに、児童手当を受けられる児童の保護者の方は、米子市役所児童家庭課、または、
淀江支所福祉保健課で手続きが必要となります。
　なお、改正に伴う新規請求等は、平成 18年９月 29日までに受け付けたものに限り、
特例的に平成 18年４月１日、または支給要件に該当した日にさかのぼって支給されます。

■問い合わせ　児童家庭課　（２３－５１３５）

Ｑ．いつまでに、どこで申請するの?申請に必要なものは?
■申請受付期間　　
　平成 18年９月 29日（金）まで
　（平成18年 10月以降に申請をされた場合は、申請月の翌月からの支給となりますのでご注意ください）
■申請場所　児童家庭課（米子市役所１階）（２３－５１３５）
　　　　　　福祉保健課（淀江支所１階）（５６－３１１１）
■「認定請求書」の提出に必要なもの
　①印鑑（ゴム印、スタンプ印は除きます。）
　②健康保険証、健康保険証の写し
　　…厚生、共済年金等に加入している場合必要です。国民年金の方は必要ありません。
　③請求者（保護者）名義の振込希望金融機関の預金通帳（普通預金）。郵便局は不可。
　④所得証明書（児童手当用）
　　…請求者（保護者）が平成 17年１月１日に米子市以外の市町村に居住されていた場合必要です。
　　　平成 17年１月１日現在の住所地の市区町村で 16年中の所得証明書の交付を受けてください。
　※その他、状況により別途提出していただく書類がある場合、窓口で説明します。その場合は、後日の提出
　　で結構です。
■「額改定請求書」の提出に必要なもの
　印鑑（ゴム印、スタンプ印は除きます。）

Ｑ．誰が対象になるの?どんな手続きが必要?
■小学校４年生の児童（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）がいる保護者
　　これまで、児童手当を受給していた方は、新規に手続きをする必要はありません。児童手当は４月以降
　も引き続き支給されます。
　　ただし、小学校４年生の児童と併せて小学校５、６年生の児童も養育している方は、「額改定請求書」
　の提出（増額手続き）が必要となります。
■小学校５年生または６年生（平成６年４月２日～平成８年４月１日生まれ）の児童がいる保護者
　　現在、児童手当を受給していない方は、「認定請求書」の提出（新規認定手続き）、現在すでに児童手当を
　受けている方は「額改定請求書」の提出（増額手続き）が必要となります。
■これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者
　　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合があります。児童家庭課へお問い合わせ
　ください。所得制限により受給できなかった方は、「認定請求書」の提出（新規認定手続き）が必要とな
　ります。　



平成18年度  特別保育の実施
　特別保育とは、仕事と子育ての両立を図るために、通常の保育に加えて実施しているものです。
　米子市の認可保育所では、次のとおり特別保育を実施します。

■問い合わせ　児童家庭課（２３－５１７７）

一時保育 休日保育 病児・病後児保育

利 用
の 要 件

　米子市内に住む児童で、保護者の
変則的な勤務、ボランティア活動、
病気、事故、看護、介護、出産、
学校行事などの公的行事への参加な
どで、家庭での保育が困難な場合や、
育児疲れのためのリフレッシュの場
合に、原則として週 3日を限度とし
てお預かりします。

　米子市内に住む児童で、保護者
が、日曜日、祝日に仕事、冠婚葬
祭、病気、家庭の事情などで家庭
での保育が困難な場合にお預かり
します。

　米子市内に住む児童で、病中あ
るいは病気回復期にあるが、保護
者が勤務等の都合により家庭での
保育が困難な場合にお預かりしま
す。

児 童 の
対象年齢

０歳から就学前まで
（０歳児はキッズタウン２４かみご
とう、ひばり保育園、えんぜる保育
園のみ）

１歳６カ月頃から就学前まで ０歳から小学校 3年生まで

利用時間 実施園の開所時間と同じ 実施園の平日の開所時間と同じ
月～金　8:30 ～ 17:30 
　土　　8:30 ～ 15:00

利 用
申 込 先 各実施園に直接申し込み 各実施園に直接申し込み

実施施設に直接申し込み
（ただし嘱託医の事前診断が必要）

実 施 園
（ 施 設 ）

東保育園
　（博労町３丁目　２２－５６９５）
南保育園
　（陽田町　２２－５６９７）
聖園マリア園
　（東倉吉町　３４－３０５４）
キッズタウン 24かみごとう
　（両三柳　３０－０１１１）
ひばり保育園
　（上福原5丁目　３３－６１６６）
えんぜる保育園
　（米原 1丁目　３３－１５７７）
五千石保育園
　（八幡　２６－０１３０）
和田保育園
　（和田町　２８－８３１９）
成実保育園
　（石井　２６－１８５５）

仁慈保幼園
　（東町　３４－３２６７）
キッズタウン 24かみごとう
　（両三柳　３０－０１１１）

病児看護センター
ベア－ズデイサービス
　（榎原　２６－５５９９）

利用料金 ３歳以上児　１日１，０００円
３歳未満児　１日２，０００円

1日２，０００円 1日２，５００円

注意事項

◆各園とも受入れ人数に限りがあり
　ますので、利用希望日が決まり
　ましたら事前に園に連絡してくだ
　さい。
◆キッズタウン 24 かみごとうは
　登録制です。
◆給食を提供します。

◆各園とも受入れ人数に限りがあ
　りますので、利用希望日が決ま
　りましたら事前に園に連絡して
　ください。
◆お弁当が必要です。

◆嘱託医の診断後に利用の決定を
　しますので、症状によっては
　利用できない場合があります。
◆給食を提供します。

※成実保育園では、4月 1日から新規に延長保育を実施しています。（延長保育の時間…7：30～ 19：00）

※ひばり保育園では、４月１日から延長保育の時間が、７：30～ 20：00までになりました。



情報クローズアップ

■
意
見
の
募
集
方
法

　

ご
意
見
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
６
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
次
の

宛
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、「
指
定
管
理
者

制
度
意
見
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
て
公

表
し
ま
す
が
、
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

〒
６
８
３

８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
１

１　

行
政
改
革
推
進
室


23

５
３
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
23

５
３
９
０

Ｅ
メ
ー
ル

gyoukaku@
yonago-city.jp

■
問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
室
（

23

５
３
０
７
）

「
指
定
管
理
者
制
度
」
っ
て
な
に
？

　

平
成
15
年
９
月
２
日
に
改
正
地

方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、

公
の
施
設(

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化

施
設
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
住
民
福

祉
を
増
進
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

た
市
の
施
設)

の
管
理
は
、
市
の
出

資
団
体(

外
郭
団
体)

・
公
共
団
体
・

公
共
的
団
体(

自
治
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど)

に
し
か
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

を
「
管
理
委
託
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

民
間
の
効
果
的
・
効
率
的
な
手
法

を
公
の
施
設
に
も
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
「
管
理
委
託
制
度
」

は
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
移
行

さ
れ
、
今
後
は
、
従
来
の
団
体
に

加
え
て
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
（
個

人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）
に
も
公
の

施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
市
が
公
の
施

設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
指

定
し
た
民
間
事
業
者
等
を
「
指
定

管
理
者
」
と
い
い
ま
す
。

■
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用

　

す
る
予
定
の
施
設

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
担
当
…
商
工
課　

 


23

５
２
１
５
）

市
民
体
育
館

地
区
体
育
館
（
東
山
・
湊
山
・
住
吉
・
加

茂
・
福
生
・
福
米
・
弓
ヶ
浜
・
美
保
・
南
部
・

箕
蚊
屋
体
育
館
）

弓
道
場

武
道
館

東
山
公
園
合
宿
所

※
14
施
設
を
一
体
と
し
て
指
定
管
理
者

　

制
度
を
適
用
し
ま
す
。

　
（
担
当
…
体
育
課　

 


23

５
４
２
５
）

　

制
度
の
適
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
各
施
設
の
担
当
課
、
ま
た
は
、

行
政
改
革
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
施
設
を
検
討
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

米
子
市
で
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

既
に
46
施
設
に
制
度
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
４
月
に
は
、
新
た
に
15
施
設

に
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
次
期
市
議
会
定
例
会
に
施
設
管
理
条

例
の
改
正
案
を
提
出
す
る
な
ど
の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
市
の
最
終
的
な
方

針
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交
付

金
審
査
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
な
ど
に
よ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
育
成
・
支
援
す
る
た
め
の

公
募
型
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交
付

金
」
対
象
団
体
等
を
選
定
す
る
た
め
の

審
査
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
人
数　

２
人

■
応
募
資
格

平
成
18
年
５
月
１
日
現
在
、　

満
20
歳

以
上
で
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

■
応
募
方
法

委
員
に
応
募
す
る
理
由
・
動
機
（
自

ら
の
地
域
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
で
も
可
）
に
つ
い

て
、
４
０
０
字
か
ら
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
封
書
で
市
民
参

画
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。「
審

査
委
員
会
の
応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
期
限　

26
日
㈮
必
着

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
８
３

８
６
８
６

加
茂
町
１

１　

市
民
参
画
課

（

23

５
３
７
５
）



情報クローズアップ

「
防
犯
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
３
月
22
日
か
ら
、
市

が
所
有
す
る
自
動
車
（
公
用
車
）
に
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
と
記
し
た
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
業
務
の
た
め
公
用
車
を
走

行
さ
せ
る
際
、
市
職
員
が
犯
罪
の
発
生

防
止
や
安
全
確
認
に
注
意
を
払
う
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
犯
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
防
犯
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
米

子
市
と
米
子
市
水
道
局
の
約
１
５
０
台

の
公
用
車
に
貼
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
や
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
「
防
犯
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（

23

５
３
７
３
）

■
公
益
通
報
者
保
護
法
の
概
要

　

公
益
通
報
（
い
わ
ゆ
る
内
部
告
発
）

を
行
な
っ
た
通
報
者
の
保
護
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　

会
社
に
勤
め
る
労
働
者
が
、
国
民
の

生
命
、
財
産
な
ど
に
か
か
わ
る
組
織
内

部
の
法
令
違
反
行
為
を
通
報
し
た
こ
と

で
、
解
雇
な
ど
の
不
利
益
取
り
扱
い
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
通
報
者
に

対
す
る
解
雇
の
無
効
、
不
利
益
取
り
扱

い
の
禁
止
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

■
外
部
通
報
窓
口

企
画
部
市
民
参
画
課

担
当
者
…
市
民
参
画
課
長
、

　
　
　
　

市
民
参
画
課
広
報
広
聴
室
長

■
通
報
方
法

書
面
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
面
談
な
ど

書

面
（
公
益
通
報
と
明
記
）

６
８
３

８
６
８
６　

加
茂
町
１

１

米
子
市
役
所　

市
民
参
画
課
長
宛

電

話　


23

５
３
７
０

Ｅ
メ
ー
ル

koueki

＠yonago-city.jp

■
市
が
公
益
通
報
の
窓
口
と
な
る
も
の

　

次
の
法
律
に
関
す
る
違
反
行
為
に
対

し
て
、
市
が
処
分
な
ど
の
権
限
を
有
す

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

悪
臭
防
止
法
、
介
護
保
険
法
、
学
校
教

育
法
、
感
染
病
の
予
防
及
び
感
染
病
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
、

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法

律
、
狂
犬
病
予
防
法
、
下
水
道
法
、
結

核
予
防
法
、
災
害
対
策
基
本
法
、
児
童

福
祉
法
、
集
落
地
域
整
備
法
、
浄
化
槽

法
、
商
店
街
振
興
組
合
法
、
大
規
模
地

震
対
策
特
別
措
置
法
、
振
動
規
制
法
、

騒
音
規
制
法
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
、

道
路
法
、
特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防

止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
都
市
計

画
法
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災

街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
、

老
人
保
健
法

※
詳
し
く
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

公
益
通
報
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め

に
は
、
法
令
上
次
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
「
労
働
者
」
で
あ
る
こ
と　

②
「
不

正
の
目
的
」
で
な
い
こ
と　

③　

通
報

対
象
事
実
「
国
民
の
生
命
等
に
関
わ
る

法
令
違
反
行
為
な
ど
が
生
じ
、
ま
た
は

ま
さ
に
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
旨
」
の

通
報
で
あ
る
こ
と　

④
「
信
ず
る
に
足

り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
」
こ
と　

⑤

「
通
報
対
象
事
実
に
つ
い
て
処
分
な
ど

の
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
」
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

４
月
１
日
か
ら
の
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
施
行
に
と
も
な
い
、
労
働
者
が
会
社
等
の
内
部

で
の
法
令
違
反
行
為
の
う
ち
、
市
に
処
分
な
ど
の
権
限
が
あ
る
通
報
を
す
る
と
き
の
窓
口
と

し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　公益通報者保護保護制度の詳
細については、内閣府の公益通
報者保護制度ウェブサイトをご
覧ください。

http://www5.cao.go.jp/
seikatsu/koueki/

公
益
通
報
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た



　　

れ
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
場
所
・
日

時
は
、
広
報
よ
な
ご
「
く
ら
し
の
情
報
」、

ま
た
は
米
子
市
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.yonago-

city.jp/jinken/index.htm

）で
確
認

で
き
ま
す
。

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）
を
記
念
し
て
、

毎
年
６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
で
一
斉
に
特
設
人
権
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
　
　

特
設
相
談
所
の
お
知
ら
せ

　

と

き　

６
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階

　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局
総
務
課

（

22

６
１
６
１
）

■問い合わせ　人権政策課（２３－５４１５）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人
権

思
想
を
広
め
、
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
人
権
を

擁
護
す
る
た
め
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
中
で
、
広
く
社
会
の
実

情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て
深
い
理

解
の
あ
る
人
を
、各
市
町
村
長
が
推
薦
し
、

全
国
で
約
一
万
四
千
人
の
方
々
が
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
子
市
で

は
13
名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、

部
落
問
題
、
近
隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
法
務
局
で
常
時
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
月
に

３
回
、
米
子
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
人
権
擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
街
の

　
　
　
　
　
　

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜

　花を愛した画家　―　香
こ う だ

田勝
か つ た

太　―

　桜の散る頃、海
かいどう

棠の花が咲きます。海棠は、明るい紅色の花が３～７輪、房状に
垂れて咲く花です。花を愛した香田勝太は、約５００点に及ぶデッサンを遺

のこ

してい
ますが、その大半が花のスケッチです。そして、そのほとんどをご遺族から譲り受
け、米子市美術館が収蔵しています。
　日野郡根雨原村（現・伯耆町）に生まれた香田は、東京美術学校西洋画科に入学
し、藤

ふじた

田嗣
つぐはる

治らとともに黒
くろだ

田清
せい き

輝・和
わ だ

田英
えいさく

作に学びました。以来、疎開のため帰郷
するまでの約 40年間を東京で過ごしました。しかし上京後も、たびたび帰省して
大山を散策し、また東京でも植物園を訪れ、花

か き

卉の絵の題材を求めたようです。
　この作品は、本画制作の資料にするため「光ノ葉　二枚位朱紅 次葉 キ除鮮緑　
大葉　濃緑　鮮紅」などのメモ書きも見ることができます。色のヒントを文字で書
き留めることでその姿を香田自身の脳裏に焼き付けたのでしょう。東洋の花卉を西
洋画で描くことを模索していた香田にとって、この海棠の鮮やかな紅色は、絵を描
く制作欲を奮い起こさせたことと思います。
　本作品は、米子市美術館発行『素描シリーズ４―香田勝太のデッサン』に掲載収
録しています。　　　　　　　■問い合わせ　米子市美術館（３４―２４２４）
　　　　　　　　　　URL　http://www.yonago-city.jp/bunka/museum.htm

香田勝太作　『海棠』
紙、着色　制作年不詳
34.5 × 20.4（㎝）
米子市美術館蔵

米子市人権擁護委員

岩垣　孝樹
内海　　敏
小川　詔子
小原　得雄
實繁　一朗
左野　史子
杉本　真吾
竹田　智枝
長谷川淑子
福田　　司
古川　拓郎
矢倉みゆき
吉田　洋子



な
ど
、
個
別
的
な
労
働
関
係
全
般
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル
２
階　

和
室

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
労
働
委
員
会
審
査
調
整
課

（

０
８
５
７―

26―

７
５
６
０
）

※
相
談
会
当
日
の
問
い
合
わ
せ

（

０
９
０―

７
７
７
８―

２
１
０
９
）

一
日
無
料
相
談
会

　

米
子
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

法
律
、
税
務
、
建
築
、
不
動
産
、
金
融
、

商
標・特
許
、
保
険
、
登
記
、
健
康
医
療
、

補
聴
器
、
冠
婚
葬
祭
、
野
菜
作
り
園
芸

に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

と

き　

６
月
８
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
健
康
医
療
の
相
談
は
午
後
1
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

問
い
合
わ
せ

米
子
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（

34―

３
０
３
２
）

緑
化
活
動
助
成
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
の
公
共
施
設
や
公
有
地
で
、
花

壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
新
設
等
の
緑
化

活
動
を
行
う
団
体
を
対
象
に
緑
化
活
動

に
必
要
な
物
資
（
上
限
２
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
各
地
域
に
お
い
て
緑
化
活
動
を
行

う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
団
体
ま
た
は
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
た
め
に
結
成

さ
れ
た
団
体

募
集
数　

15
団
体

募
集
期
間　

15
日
㈪
〜
６
月
14
日
㈬

※
申
込
み
が
15
団
体
を
超
え
る
場
合
は

　

抽
選
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（

23―

５
２
９
２
）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請
方
法
が

変
わ
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
１

割
負
担
額
が
負
担
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
お
支
払
い
す
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
申
請
方
法
が
、
平
成
18
年
度

サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
対

象
と
な
る
月
ご
と
に
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
し
た
が
、
４
月
サ
ー
ビ
ス
利
用

分
か
ら
は
、
一
度
申
請
書
を
提
出
す
れ

ば
、
次
月
以
降
の
利
用
月
分
の
申
請
書

の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
３
月
以
前
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
対
象

と
な
る
月
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（

23―

５
１
３
２
）

高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、
布
団
丸
洗

乾
燥
を
し
ま
す

　

４
月
か
ら
布
団
丸
洗
乾
燥
の
対
象
と

な
る
方
の
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。

対
象
者

米
子
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅
の
65
歳

以
上
の
方
の
う
ち
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
し
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
該

当
す
る
方

助
成
内
容

　

１
人
に
つ
き
、
年
に
１
回
、
敷
布
団
、

マ
ッ
ト
レ
ス
、
掛
布
団
、
毛
布
各
１
枚

を
丸
洗
乾
燥
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（

23―

５
１
３
２
）

６
月
検
針
分
か
ら
淀
江
町
区
域
の
水
道

料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
米
子
市
の
水
道
料
金

体
系
を
統
一
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

旧
淀
江
町
の
水
道
料
金
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
新
料
金
は
、
６
月
の
メ
ー
タ
ー

検
針
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
局
営
業
課
（

32―

６
１
１
１
）

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き　

９
日
㈫
、
18
日
㈭
、
29
日
㈪
、

　
　
　
　

６
月
９
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（

23―

５
３
７
３
）

法
律
相
談

　

鳥
取
県
弁
護
士
会
が
無
料
で
法
律
相

談
に
応
じ
ま
す
。

定

員　

25
人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

と

き　

９
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

米
子
支
部
（
西
町
62
番
地
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（

０
８
５
７―

22―

２
４
７
０
）

職
場
の
労
働
関
係
相
談
会

　

鳥
取
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
・

配
置
転
換
・
賃
金
・
時
間
外
労
働

今
月
の
市
税
等
は
、　

固
定
資
産
税
…
１
期　
　

軽
自
動
車
税
…
全
期
で
す
。　

※
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



浄
化
槽
法
定
検
査
の
受
検
案
内
が

届
い
て
い
ま
す
か
？

　

浄
化
槽
を
設
置
（
管
理
）
し
て
い
る

方
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
、
毎
年
浄
化

槽
の
定
期
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
の
に
、

過
去
に
一
度
も
鳥
取
県
保
健
事
業
団

か
ら
法
定
検
査
の
受
検
案
内
が
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
登
録
さ
れ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鳥

取
県
環
境
・
循
環
推
進
課
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

環
境
・
循
環
推
進
課
（

31―

９
３
２
２
）

排
水
設
備
の
点
検
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
家
の
排
水
設
備
の
無
料
点
検

を
し
な
が
ら
、
清
掃
の
勧
誘
に
回
っ
て

い
る
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
米
子
市
で

は
清
掃
の
勧
誘
を
す
る
よ
う
な
委
託
や

指
導
は
一
切
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
の
維
持
管
理
は
個
人
で
行

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
廃
油
を
流
さ
な
い
な
ど
、
正
し

く
使
用
す
れ
ば
清
掃
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
流
れ
が
悪
か
っ
た
り
、

極
端
に
汚
れ
て
清
掃
が
必
要
な
場
合

は
、
ご
自
宅
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工

し
た
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
に
よ
る
排
水
管
清
掃
サ
ー

ビ
ス
は
、「
特
定
商
取
引
法
」
に
よ
り

契
約
書
面
の
交
付
や
８
日
間
の
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
点
検
や
清
掃
な
ど
を
依

頼
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
に
立
ち

会
い
、
契
約
書
を
交
わ
す
な
ど
、
納
得

し
た
う
え
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下

水
道
部
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
場
合
は
、
米
子
市
消
費
生
活
相
談

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
部
計
画
課

（

34―

１
３
８
７
）

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（

35―

６
５
６
６
）

白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー
の

分
別
方
法

　

４
月
か
ら「
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・

ト
レ
ー
」
の
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
全
体
が
白
色
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
素
材
の
も
の
だ
け
を
「
白
色
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー
」
で
収
集
し
ま
す
。

　

白
色
で
な
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
、

白
色
で
あ
っ
て
も
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
も
の
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て

収
集
し
ま
す
。

　
「
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー
」

の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例
え
ば
…

●
納
豆
の
発
泡
容
器
↓
白
色
発
泡
ス
チ

　

ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー

●
豆
腐
の
容
器
、
無
色
透
明
な
軟
質
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
↓
可
燃
ご
み

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係

（

23―

５
３
０
０
）

学
ぼ
う
！
知
ろ
う
！
環
境
問
題

環
境
問
題
講
演
会
等
へ
の
講
師
を

紹
介
し
ま
す

　

自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
会
や

学
習
会
の
講
師
を
紹
介
を
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

誰
で
も
で
き
る
生
活
排
水
対
策

　
「
海
や
河
川
を
汚
す
の
は
誰
だ
」　

環
境
家
計
簿
の
す
す
め

　
「
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
」

ゴ
ミ
の
分
別
方
法

　
「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ
ば
資
源
」

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
料
理
法
」

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（

23―

５
２
５
６
）

商
店
街
の
空
き
店
舗
で

商
売
を
始
め
る
方
に
助
成
し
ま
す

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
利
用
し
て
商
売
を
始
め
よ
う
と
す
る

方
を
対
象
に
、
店
舗
改
装
費
等
を
補
助

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
第
1
回
受
付
期
限

は
、
22
日
㈪
ま
で
で
す
。
詳
し
い
内
容

や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
店
舗

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
空
き
店
舗

対
象
者

商
業
者
等

（
空
き
店
舗
の
所
有
者
は
除
き
ま
す
）

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
補
助

　

制
度
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

対
象
経
費

店
舗
改
装
費
、
備
品
購
入
費
、
広
告
宣

伝
費

補
助
率　

対
象
経
費
の
3
分
の
１
以
内

補
助
金
額　

上
限
１
０
０
万
円

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（

23―

５
２
１
７
）



非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数　

管
理
員
・
１
人

勤
務
地　

米
子
市
公
会
堂

業
務
内
容

施
設
管
理
業
務
及
び
窓
口
受
付
業
務

応
募
資
格

昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
（
２
級
以
上
）

と
危
険
物
取
扱
者
（
甲
種
、
乙
種
第
４

類
又
は
丙
種
）
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
、
平
成
18
年
５
月
31
日
ま
で
に

資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

試
験
日
・
科
目

24
日
㈬
・
作
文
、
面
接

試
験
会
場　

米
子
市
公
会
堂

採
用
予
定
日　

平
成
18
年
６
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

８
日
㈪
〜
21
㈰

（
た
だ
し
、
９
日
㈫
と
16
日
㈫
を
除
く
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
（
米
子
市

文
化
ホ
ー
ル
内
）

（

35―

６
４
１
１
）

鳥
取
県
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

■
県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

受
付
期
間　

11
日
㈭
〜
29
日
㈪

　

第
１
次
試
験
日　

６
月
25
日
㈰

■
警
察
官
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

受
付
期
間　

11
日
㈭
〜
６
月
13
日
㈫

　

第
１
次
試
験
日　

７
月
９
日
㈰

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
、
申
込
方
法

　

等
、
詳
し
く
は
受
験
案
内
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
鳥
取
県
に
お
問
い
合
わ 

　

せ
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
（
申
込
書
）
の
請
求
・
問
い

合
わ
せ

鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

〒
６
８
０―

８
５
７
０

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

（

０
８
５
７―
２
６―

７
５
５
３
）

http://w
w
w
.pref.tottori.jp/jinji/

簡
易
郵
便
局
受
託
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

日
本
郵
政
公
社
中
国
支
社
で
は
、
米

子
上
粟
島
簡
易
郵
便
局
（
彦
名
町
）
の

受
託
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

第
１
次
締
切　

31
日
㈬

※
第
２
次
以
降
の
締
切
に
つ
い
て
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類
の
配
布
・
受
付
場
所

米
子
郵
便
局
（
弥
生
町
10
番
地
）

※
受
託
資
格
等
、
詳
し
く
は
米
子
郵
便

　

局
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

米
子
郵
便
局
総
務
課

（

22―

３
７
９
５
）

介
護
講
座
受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

●
１
日
介
護
入
門
講
座

と

き　

20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内

容

福
祉
用
具
を
上
手
に
利
用
し
よ
う

●
口こ
う
く
う腔
ケ
ア
介
護
講
座
受
講
者
募
集

と

き　

11
日
㈭
、
18
日
㈭
、
25
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内

容

歯
の
衛
生
に
つ
い
て
（
歯
の
予
防
、
手

入
れ
、
歯
磨
き
の
方
法
）

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

定

員　

い
ず
れ
も
30
人
（
先
着
順
）                 

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、郵
便
番
号
、

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

西
部
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

（「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
内
）

（

23―
５
４
７
０
、
F
A
X
23―

５
０
１
８
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

と
き
・
集
合
場
所

14
日
㈰
午
前
9
時
・
米
子
駅
集
合

（
午
前
９
時
21
分
発
の
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
で

日
野
町
ま
で
移
動
し
ま
す
）

行
き
先

日
野
町
黒
坂
方
面
（
鵜
ノ
池
、
長
楽
寺

他
、
行
程
約
13
㎞
）

参
加
費　

無
料

※
運
賃
（
大
人
往
復
１
２
２
０
円
）
が

　

別
途
必
要

※
弁
当
持
参
、
解
散
予
定
は
午
後
4
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（

23―

５
４
２
６
）

第
38
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会
の

出
漕
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
込
期
限

14
日
㈰
ま
で
（
体
育
課
必
着
）

●
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

と

き　

７
月
９
日
㈰
午
前
７
時
〜

と
こ
ろ

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
５
０
０
ｍ
）

出
漕
料

１
ク
ル
ー
当
た
り
１
５
０
０
０
円

（
代
表
者
会
議
の
際
に
持
参
）

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（

23―

５
４
２
６
）



募集します。米子の都市景観写真

　「見つけよう米子の景観！」をスローガンに『道』をテーマとした写真を募集します。
■テ ー マ　【道】　道と…米子の街並み、暮しの中の風景、残したい建築物等
■募集規定
　白黒またはカラープリントで、サイズは２Ｌまたはキャビネ。
　（必ず米子市内を撮影、縦・横不問、未発表のものに限ります）
　米子市外の方もご応募できます。
■募集期限　1日（月）～ 8月 16日（水）まで
■応募方法　都市計画課にお問い合わせください。
※最優秀賞 1点、優秀賞 2点、入選･佳作
　入選者には記念品を贈呈します。
　なお、作品は市役所等に 10月下旬に展示予定です。
■応募・問い合わせ　都市計画課（☎２３－５２９２、５２９３）

～ 第13 回 米子の都市景観写真展～

合唱団員･オーケストラ団員・練習ピアニストを募集
　募集人数　合唱団員：200名（応募が多数の場合、パートによっては、お断りする場合もあります。）
　　　　　　オーケストラ団員：弦楽器奏者を若干名（応募される前に事務局へお問い合わせください。）
　　　　　　練習ピアニスト：若干名（参加費不要）
　応募資格　①高校生以上（高校生は学校への届出が必要です）
　　　　　　②第九の初心者・経験者を問わず、積極的に練習に参加できる方
　募集期間　６日（土）～６月 12日（月）
　※詳しい応募方法は、事務局まで電話でお問い合わせください。
　※米子市公会堂・米子市文化ホール等にも募集要項が置いてありますので、ご利用ください。
●公 演
　と き　12月３日（日）午後２時開演（予定）　　ところ　米子市公会堂大ホール
　指 揮　松

まつお

尾　昌
まさみ

美（大阪音楽大学名誉教授）　　
　ソリスト　ソプラノ・島

しまざき

崎智
とも こ

子　アルト・渡
わたなべ

邊由
ゆ み こ

美子　テノール・松
まつもと

本薫
くんぺい

平　バリトン・吉
よしだ

田章
あきかず

一
■問い合わせ　第九米子公演推進委員会事務局（☎３１－１２６６）
　　　　　　　（平日　午前 10時～午後４時　留守番電話もご利用ください。）

第20回 県民による「第九」米子公演

美保基地航空祭

写真提供　航空自衛隊美保基地

平成 17年度　最優秀賞
檜
ひのき

　宏
ひろみつ

光さんの作品

■と き　28日（日）午前９時～午後３時
■ところ　航空自衛隊美保基地内（境港市小篠津町）
■内容（予定）
　航空機地上展示（Ｃ－１、ＹＳ－11、Ｔ－400、ピッツスペシャルなど）
　航空機展示飛行（Ｔ－４ブルーインパルス、Ｆ－ 15、Ｆ－２など）
　主要装備品展示（移動式警戒レーダー、航空機車輪の作動展示など）
　イベント（ファンシードリル、高尾山レッドクラブ、ＳＬ日本海など）

　（天候等により内容が変更される場合があります）
※自家用車での基地への乗り入れはできません。
※自家用車でお越しの方は、飛行場南地区、基地北側の無料駐車場をご利用ください。
　基地と飛行場南地区駐車場の間は、有料シャトルバスを運行します。
※混雑が予想されますので、公共交通機関の利用をおすすめします。
■美保基地ホームページ　http://www.dii.jda.go.jp/asdf/miho/miho.htm
■問い合わせ　航空自衛隊美保基地　渉外室広報班（☎４５－０２１１）



米子市営住宅入居者を募集します
■陰田町 特定公共賃貸住宅

空家戸数 構造 間取り 家賃月額 建築
年度

１
（８階）

高層耐火
8 階 建 3LDK 69,000 Ｈ９

■入居者の資格
●現在一緒に住んでいるか、または
　住もうとしている親族（事実上婚姻
　関係と同様の事情にある人や婚約者を
　含む）がある人。
●世帯の収入が特定優良賃貸住宅の供給
　の促進に関する法律施行規則に定める
　収入基準に合うこと。
　（月額 200,000円以上 601,000円以下）

■所在地、戸数、規格、家賃

■入居者の資格
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んで  
　いる方。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族
　（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）
　がある方。ただし、生年月日が昭和 31年４月１日以前の　
　方等は、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな方。
※次回の市営住宅入居者募集の期間は６月１日～９日の予定
　です。

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 179 簡易耐火

２ 階 建 3K 12,900
  ～21,400 S49

青 木
住 宅 永　江 55Ｒ 1 203 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,000
  ～26,600 S55

■市営住宅

■申込受付期間・場所
1 日（月）～ 12日（金）　ただし、土・日・祝祭日を除く。
建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）など。
住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります。
■入居選考方法
18 日（木）に、公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（木）
■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）

市営住宅入居の制限について
～お知らせ～

　米子市の行政サービス利用制限措置と
して、米子市税の完納が条件となります。
　これにより、６月の市営住宅入居者募集
分から、市税の滞納がある方は、原則、市
営住宅への入居ができなくなります。

■戸数、規格、家賃

「米子市緑の基本計画」を
ご存知ですか?

　「緑の基本計画」とは、米子市の緑地の保全と緑化推
進に関する基本計画で、「郷土の緑と水を守り育てるま
ち米子」の実現を目指し、市民と協働で策定したもの
です。
　この計画書を市役所で閲覧することができます。
■閲覧場所　都市整備課（本庁舎２階）
※概要については、「米子市ホームページ」でもご覧　
いただけます。
※合併後の新・米子市における ｢緑の基本計画 ｣は、
現在策定中の総合計画や都市計画マスタープランなど
の方向性を踏まえ、今後策定することとしています。
■問い合わせ　都市整備課（☎２３－５２４５）

宝くじ助成事業で整備しました
米子がいな太鼓保存会備品整備事業

　「全てにおいて
雄大であれ」との
思いを込めて命名
され、郷土を愛す
る心をもって演奏
される「米子がい
な太鼓」が誕生して早 30年余り。
　このたび、助成を受けて、太鼓の整備が行われ、子
どもチームも新たに加わり、米子がいな太鼓独特の、
あの人の心に響く音色がさらに魅力的になものになり
ました。みなさんも、ぜひ演奏をお聴きください。
■問い合わせ　市民参画課（☎２３－５３７３）



■申込・問い合わせ　健康対策課（ 23－5452 ～ 5454）
　　　　　　　　　　（錦町１丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内）

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

17日
（水）
明 道

道笑町３丁目・
白根電療院横駐車場 午前９時20分～10時20分

とんかつ繁昌亭
道笑町店 午前10時40分～11時40分

丸合米子南店 午後１時30分～２時30分
明道公民館 午後２時50分～３時20分

31 日
（水）
啓 成

ふれあいの里 午前９時～10時
天理教米城分教会 午前10時20分～10時40分
東保育園 午前10時50分～11時10分
啓成公民館 午前11時20分～11時50分
勝田神社 午後１時30分～２時30分

６ 月
９ 日
（金）
就 将

米子市役所東側玄関 午前９時30分～９時50分
口陰田公民館 午前10時10分～10時30分

錦海町・
錦海団地集会所 午前10時50分～11時10分

祇園町 2丁目・
JR社宅集会所 午前11時20分～11時40分

米子駅前サティ 午後１時～１時20分
就将公民館 午後１時40分～２時
目久美神社 午後２時20分～２時40分

■対象者　40歳以上の方
　　　　　（米子市に住民票のある方に限ります）
■内 容　胸部レントゲン検査
　　　　　（問診の結果によって、肺がんの「たん」の検査
　　　　　を受けることもできます）
■料 金　レントゲン撮影は無料
　　　　　（「たん」の検査は 900円です）
※ 70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の
　方は無料です。
※詳しくは地区回覧をご覧ください。

アスベストについて健康不安がある方へ
　　アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望され
る方は、結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。

平成18年度 
犬の登録と狂犬病予防注射（追加）
月日 と こ ろ と き

６月
６日
（火）

夜 見 公 民 館 午後１時30分～１時50分
富 益 公 民 館 午後２時～２時20分
和 田 公 民 館 午後２時40分～２時55分
彦 名 公 民 館 午後３時10分～３時30分

６月
７日
（水）

住 吉 公 民 館 午前９時30分～10時
加 茂 公 民 館 午前10時15分～10時45分
大 和 分 館 午後２時30分～３時
淀 江 公 民 館 午後３時20分～３時40分

６月
８日
（木）

五 千 石 公 民 館 午前９時30分～９時50分
永 江 公 民 館 午前10時～10時15分
尚 徳 公 民 館 午前10時25分～10時50分
就 将 公 民 館 午後１時30分～１時50分
義 方 公 民 館 午後２時10分～２時50分

６月
９日
（金）

福 米 東 公 民 館 午前９時30分～９時50分
福 米 西 公 民 館 午前10時～10時20分
福 生 西 公 民 館 午前10時35分～10時50分
福 生 東 公 民 館 午前11時５分～11時25分
県 公 民 館 午後１時30分～１時45分
啓 成 公 民 館 午後２時10分～２時25分

　生後３ヵ月以上の犬を飼っている方は、登録と予防接種
が必要です。都合のよい会場で必ず受けてください ｡
■料金　初めて登録する犬　5,950 円
　　　　登録済みの犬　　　2,950 円
※犬の登録証を必ずご持参ください。

さあ、始めよう！防煙・禁煙・分煙
☆ 禁煙する人を増やすために ☆

　５月 31日は世界禁煙デーです。みんなで「たばこ」
について考えてみましょう。
■と き　14日（日）　午後１時～３時
■ところ　やよいデパート４階　（角盤町 1ー 168）
■対象者　禁煙をしたい方、たばこに関心のある方
■内 容　専門医による禁煙相談 (無料 )、ニコチン
　　　　　パッチの処方、ニコチン依存度チェック、
　　　　　呼気中の一酸化炭素測定、パネル展示
■主 催　世界禁煙デー in 米子実行委員会、
　　　　　西部福祉保健局、米子市
※「安全なまちづくりフェスティバル」と同時開催。



　生まれ月ごとに毎月実施します。受けられ
なかった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種は午後１時15分から）
その他　母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
　　　　んできてください。

※生後３か月で接種します。
※生後６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの
　検査）はなくなりました。

対　象　児 １回目 ２回目

H17年６月生 １回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回
目、２回目を受け
てください。

５月24日（水）

H17年７月生 ６月14日（水）

H17年８月生 ６月28日（水）

H17年９月生 ５月31日（水） ９月13日（水）

H17年10月生 ６月15日（木） ９月27日（水）

※７歳６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。
  （間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
　かまいません）

対　象　児 B　C　G
H18年１月28日～２月16日生 ５月16日（火）
H18年２月17日～２月28日生 ５月30日（火）
H18年３月１日～３月16日生 ６月16日（金）

◆お子さんの予防接種

◆結核予防接種（ＢＣＧ）

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
石綿（アスベスト）健康被害者、
ご遺族の方への大切なお知らせ

　平成 18年 3月 27日から「石綿による健康被害の救済に関
する法律」が施行されました。
①労災保険法等で補償されない石綿（アスベスト）による
　中皮腫や肺がんを発症している方、この法律の施行前に
　これらの疾病を発症し死亡した方のご遺族に対して、
　医療費等の救済給付があります。
　■問い合わせ　鳥取県西部福祉保健局（３１－９３１８）
②石綿（アスベスト）を取り扱う作業に従事したことにより
　中皮腫や肺がん等を発症し、平成 13年３月 26日以前に
　死亡した労働者等の遺族で、時効により労災保険法に
　基づく遺族補償給付を受ける権利が消滅した方に対して、
　特別遺族給付金が支給されます。
　■問い合わせ　米子労働基準監督署（３４－２２３１）

麻しん、風しんの定期予防接種が
変わりました

　麻しん、風しんの予防接種の対象が、予防接種法施行令の改正
により４月１日から次のとおり変更となりました。
制度改正に伴い接種対象とならなくなるお子さんに対し、米子市
では平成 19年３月 31日までの間、無料で予防接種を行います。
【改正前】　接種対象…１歳から７歳６か月未満のお子さん
　　　　　接種方法…麻しん、風しんワクチンを 1回ずつ接種
【改正後】　接種対象…１期：１歳から２歳未満のお子さん
　　　　　　　　　　２期：５歳以上７歳未満で、小学校就学前
　　　　　　　　　　　　　（年長さん）の年度にあるお子さん
　　　　　接種方法…麻しん・風しん混合ワクチンを 2回接種
■麻しん、風しん予防接種（麻しん、風しんの単独ワクチン）を
　どちらか一方でも受けた方は、新制度の混合ワクチンの接種
　対象者となりません。
■ 2期の対象は、新制度での 1期の混合ワクチンを受けた方、　
　または、麻しん、風しんの予防接種を両方とも受けてない方に
　限ります。
※予防接種には印鑑と母子手帳をご持参ください。
■申請・問い合わせ　健康対策課（２３－５４５４）
　　　　　　　　　　淀江支所福祉保険課（５６－３１１３）



市立図書館
２２－２６１２

木曜おはなし会（協力：ほしのぎんか）
毎週木曜日・午前 10時 40分～ 11時
30分・親子読書コーナー・紙芝居、
絵本の読み聞かせ、手あそび、パネル
シアター
つつじ読書会
６月３日（土）午後２時・特設文庫室・
立
たちばな

花隆
たかし

著「天皇と東大」上巻（後半）
伯耆文化研究会
◆「中・近世墓地の考古学的調査～西
伯郡大仙町門前第二遺跡の発掘成果
から～」…北

きた

　浩
ひろあき

明さん◆「西伯耆の
有
ありせ

畝について」…近
こんどう

藤　滋
しげる

さん・13日
（土）午後１時30分～４時・大会議室
環日本海講座
朝鮮儒教の「心」～長

チャングム

今の生きた時代
～・島根県立大学教授　井

いのうえ

上厚
あつ し

史さん・
27日 ( 土 ) 午後２時・大会議室
■開館時間
平日・午前９時～午後６時、
土・日・祝日・午前９時～午後５時
■今月の休館日　31日、毎週月曜日

◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

米子水鳥公園
 24－6139

◆愛鳥週間記念企画「水鳥公園ぐるっ
と一周探鳥ガイドツアー」
13日（土）午前10時～正午・申し込
み不要・参加無料・集合：水鳥公園ネ
イチャーセンター
◆新企画！子どもラムサールクラブ
「新緑の大山を探検！」
14日（日）午前９時～午後３時・小
学生対象先着 20名・要予約・山野の
野鳥図鑑代５５０円
◆バードカービング作品展「水鳥公園
で生まれた木鳥たちⅡ」
26日（金）～ 31日（水）・
会場：ＮＨＫ米子放送局 1階
バードカービング米子のメンバーの作
品と、水鳥公園の野鳥たちの写真を多
数展示します。
■開館時間　午前9時～午後５時30分
■今月の休園日は、毎週火曜日
　ただし、２日（火）は開館します。

山陰歴史館
２２－７１６１

「民話のへや」
（共催・ほうき民話の会）
21 日（日）午後１時 30分～２時 10
分、山陰歴史館２階「いろりの間」、
昔話四話（まのいいりょうし・一里松
の妖怪・天狗のはなし・中海に落とし
たキセル）、民具ひとくち解説

■開館時間
午前９時 30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日
（ゴールデンウィーク中は開館します）
■４月から入館料が無料になりました。

米子市美術館
３４－２４２４

第1回ミュージアムスクール
「美術上映会」
「セザンヌ～ 12通の手紙～」、
「ルノワール～世紀末の女たち～」
の 2本を上映します。
14日（日） 午後２時～３時、 第 5展
示室、定員 30名程度（申込み不要）
平成 18年度 米子市美術展覧会
◆会期　６月２日（金）～ 10日（土）
　　　　（会期中無休）
◆出品部門
洋画・日本画・書道・写真・工芸・彫刻
◆出品資格
市内に在住または勤務の方、市内の美
術団体に所属している方のいずれかに
限ります。（中学生以下は出品できません）
◆搬入日
28 日（日）午前10時～午後 4時
E メール　art-yonago@coral.broba.cc
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日は、毎週水曜日
　ただし、３日（水）は開館します。

　米子市近郊の音楽愛好者たちによる音楽の祭典「米子市音楽祭」を、米子
市文化ホールと淀江文化センターで開催します。

■入場料　大人５００円、中学生以下無料
　　　　　(１枚の券で全ての演奏会に何回でも入場できます )
■チケットは文化ホール・淀江文化センターほかで好評発売中
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル (３５－４１７１)

◆ジャズライブ
　　６月３日 ( 土 ) 午後６時 30 分～　文化ホール
◆合唱の集い・第 25 回ふれあいコンサ－ト
　　６月４日 ( 日 ) 午後２時～　文化ホール
◆フルート＆和洋弦楽器の夕べ
　　６月 10 日 ( 土 ) 午後６時 30 分～　文化ホール
◆美しい楽器のひびきコンサート ( 琴・吹奏楽・ギタ－・ハーモニカほか )
　　６月 11 日 ( 日 ) 午後２時～　文化ホール
◆こどもｙｕｍｅコンサート ( ヴァイオリン・ギター・琴ほか )
　　６月 18 日 ( 日 ) 午後２時～　淀江文化センター

おわびと訂正
「広報よなご」４月号「施設の催し物」童謡をみんなでうたう会の記事中の「山石ゆう子さん」
とあるのは「山石ひろ子さん」の間違いでした。おわびして訂正いたします。



クラブ室では

図書室では

その他館内ではプラネタリウム室では

施設の催し物

児童文化センター
 34 － 5455

解説員が優しく語りかける「春の星空
と星座物語」をお楽しみください。
大人の方もぜひ、ご利用ください。
・プラネタリウム投影時間

平 日 土・日・祝日
－ 午前 10時 45分
－ 午前 11時 45分

午後 2時 午後 2時
午後 3時 午後 3時
－ 午後 4時

・観覧料金
　小中学生５０円、大人２１０円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
天体観測会
「月のクレーターの写真を撮ろう」
（米子高専連携事業）
６日（土）午後７時30分～、要電話
予約、小学５年生～中学３年生とその
保護者対象

おはなしや、絵本の世界へどうぞ。
当日自由参加。
えほんとわらべうた
17日、24日、31日（水）午前10時30
分～11時「はいはいヨチヨチコース」
（０歳～１歳半児くらいとその保護者
対象）、11時10分～11時40分「たん
たんピョンピョンコース」（１歳以上
児とその保護者対象）
おはなしのへや
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
14日（ 日 ）午 前11時 ～11時30分
『くまとりすのおやつ』、午後２時30
分～３時10分『わにわにのごちそう』
など、紙芝居や絵本の読み聞かせなど
子どもの本をたのしむ会
15日（月）午前 10 時～正午、「梅田
俊作さんの本」がテーマです。

自由工作コーナー
毎日午前９時～午後５時、13日（土）
からは「わりばしヒコーキ」もできます。
春のバラ展
（協力・米子バラ会）
20 日（土）、21 日（日）午前 10 時
～午後４時・館内外のバラの香りをお
楽しみください。
■開館時間　午前９時～午後５時
■電話受付
　午前８時 30分～午後５時
■今月の休館日は、１日、２日、８日、
　９日、10日、16日、23日、30日です。

大人が楽しむおはなし会
17日（水）午後２時～４時・大人対象・
ストーリーテリングや、絵本の読み聞
かせなど
だくちるおはなし会
27日（土）午後２時15分～３時15分
『どうながのプレッツェル』ほか、お
はなしや絵本、手遊びなど・幼児～
大人対象

木のおもちゃ初心者の日
24日（水）午前10時～正午・組み木パ
ズルを作ります。材料代４００円、大
人対象、10日（水）から電話受付開始

　児童文化センターは、指定管理者制度の導入に伴い、
４月１日から「財団法人米子市教育文化事業団」が管理運営しています。
　これに伴い、開館時間・料金の変更や新たなサービスを始めました。
◆平成 18年４月１日～平成 19年３月 31日の毎週金・土曜日は、施設の
　使用申請がある場合、午後 10時まで開館します。
◆施設の使用料については、お問い合わせください。
　　児童の健全育成を図るための事業に使用する場合は、使用料等の減免を
　します。（午後５時以降の料金や延長料金は、減免対象となりません）
◆ボランティアとの協働
　　子どもに関わる大人や個人・団体のボランティアの方々と一緒に
　児童文化センターの運営ができる環境づくりに努めます。
　●子どもに関わる大人のためのボランティア講座を開催します
　　　講座の開催によって、より多くの市民の皆さんにボランティアへの
　　理解を深めていただき、皆さんが児童文化センターや地域に関わるボラ
　　ンティア活動へ参加できるようお手伝いします。
◆児童文化センター出張事業
　自宅が児童文化センターから遠く離れている場合など、子どもたちが一人
で行くことができない地域を中心に、移動図書館車「おおぞら号」に楽しい
遊び道具や絵本を満載して、月２回程度、子どもたちのもとへ出かけていき
ます。
　また、子どもたちに遊びを提供するだけでなく、多くの大人の方々にも積
極的に遊びに関わっていただき、“居場所づくりの指導者”の育成に努めます。
■問い合わせ　児童文化センター（３４－５４５５）
　　　　　　　生涯学習課（２３－５４４１）
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　米子水鳥公園を含めた中海沿岸には、レッドデータブック (環境省作成 )の絶滅危惧Ⅱ類に指定されているオオクグ
という植物が生育しています。鳥取県内では米子水鳥公園を含む中海沿岸でしか生育が確認されていませんが、中海沿
岸では比較的よく見られます。これは、オオクグが汽水という特殊な環境下で生きる植物だからでしょう。
　オオクグは、花を咲かせる早春以外は同定（種類の判別）が難しい植物です。オオクグは、カヤツリグサ科スゲ属 (Carex)

に分類される植物で、近縁な分類である「属」だけでも日本で 200 種類以上確
認されています。スゲ属は、花に当たる小穂の形状で同定するのですが、かな
り勉強した人でないと識別できません。そのため、私の出身大学の学生の間で
は「Carex だけには手を出すな」という格言がありました。研究を始めたばか
りの学生に識別できるものではない、ということです。ところが、私は意外な
ところでこのCarex という言葉を聞きました。
　水鳥の食性の調査でロシアへ行った時のことです。水鳥が好んで食べていた
植物を採集し、種類を調べるために現地の博物館へ行きました。そこで、初老
の学芸員さんと「これは○○、これは△△」などと、にこやかに種を同定して
いた時、突然彼女の顔が曇りました。彼女は、「これはわからないわ。Carex は
嫌いなのよ。」と言いました。よく見ると、その植物はオオクグの仲間であるス
ゲの一種でした。
　古今東西、研究者の世界でも得手不得手というものが似ていることに、思わ
ず笑ってしまいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　水鳥公園指導員　神谷　要

新米子の文化財

　湊山公園日本庭園の中にある清洞寺跡は、昔、亀島とよばれ
る小島でしたが、今はまわりを埋め立てられて大きな岩と松が
残っています。
　米子城の２代城主加

か と う

藤貞
さだやす

泰が父・光
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ぼ だ い

提を弔うため、こ
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渓院を建て、供
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養の五
ごりん と う

輪塔を作りました。向かって右
の五輪塔がそれです。元和３年（1617）、池田由

よしなり

成が城主になる
と、由成は父母の供養のため、この地に海

かいぜ ん じ

禅寺を建立し、２基
の五輪塔を作りました。写真の左側が父由

よしゆき

之のもので、中央は
母のものです。
　海禅寺はその後、荒

あ ら お

尾氏によって禅
ぜんげ ん じ

源寺と改められ荒尾家の
菩提寺となりました。その後、亀島に荒尾の家臣村

むらかわ

河氏が江尾
から清洞寺を移して菩提寺としたので、この島がいつしか清洞
寺岩と呼ばれるようになりました。

■問い合わせ　文化課（２３－５４３７）
おわびと訂正
広報よなご４月号３ページ記事中の「小生」とあるのは、「小姓」の誤りで
した。おわびして訂正いたします。
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「湊山公園」から徒歩２分

人口と世帯数　　※平成 18 年４月１日現在の住民基本台帳登録者数　(　) 内は前月比
　　　　　　　　人 口　149,750 人 (－770)　　男 性 71,341 人(－443)　　女 性 78,409 人(－327)
　　　　　　　　世帯数　60,016 世帯(－134)　　　　　　　　　　　　

水鳥公園からのたより

オオクグ
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